
蛍光誘蛾燈にふる

コガネムレ類の誘殺試験〈予報〉

小野 馨

コガネムシの幼虫、根切虫が林業苗畑に於ける筈中の第一位に位するととは狙械

を極める其の被害ょにって普く人の知るととろであるが未だとれが防除忙0いては

徹底的に行はれていたい欣況下にある。

本虫の防除法陀ついては化学的防除法、物理的防除法、生物的防除法があげられ

るが、此の中の物理的防除法のーっとして盛光誘蛾燈に上るコガネムシの趨光性を

利用し誘蛾燈に誘致されたコガネムシの種類及数、時間別に飛来する種類及数、並

に誘致距離等の調査を行う震、南都留郡鳴沢村大田来日の鳴沢村外四ケ村恩賜鯨有財

産保護組合の御協力により同組合苗畑の近くに乾式誘蛾燈を設置し、 8月7日よ b

9月5日迄の問、調査を行ったので設に予報として報告する次第である。

本調査を行ふに蛍b種々御便宣を輿へられたる鳴沢村外四ヶ村恩賜腕、有財産保護

組合役場の方々、及びコガネムシ類の分類について御懇篤たる指導を賜olとる東京

農業大学沢田助教授、農林省林業試験場小島技官、加藤技官、並に標本採集整理に

営Dたる蛍場渡選投師摘、 i度瀬彰氏に釘し;弦に謹んで感謝の賞、を表す。
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1乾式誘蛾燈

園1の如きものを設置し、青色盛光ラシプは fF.L:マグダ20B誘蛾燈用Jを使

用し?と。

2 設置場所

南都留郡鳴沢村大田和地内で、海抜約920m，土壌は火山砂を主体とする砂壌土、

降水量は年間1，600mm程度、気温は夏朋最高 320C，冬期最低-160e程度である。周

圏の作物はカラマツ苗木、玉萄黍、大豆、小豆、陸稲、桑、小褒、イングン豆、馬

鈴薯、索、キピ、 Yパ、人夢、ゴボウ等々、である。

3 誘致3れた主な昆虫

a) ヒメコガネ類

ドウガネプイプイ

グロコガネ

コグロコガ、ネ

ヒメコガネ

サグラコガネ

ヲヤコガネ

セマダドラコガネ

スジコガネ

オオス Iジコガネ

アカピロ戸ドコガネ

マメコガネ

コアキコガネ

カドマルエLノマコガネ

コブマルエユ/マコガネ

Anomala cuprea H(I)pe 

Hol(l)trichia kIQtoensis Brenske 

HQl(l)trichia picea 奇1Yaerh0use

An(l)mala ruf(l)cuprea M(I)tschulsky 

An(l)mala daimiana Har(l)ld 

An(l)mala lucens BALLION 

Phyll(l)pertha orientaJis Waterhouse 

Mimela testaceipe戸 Motschulsky

Mimela c(l)stata H(I)pe 

Autaserica Castanea Arrow 

P0piJ1ia jap(l)nica Newman 

Me!(I)I(1)ntha jap(l)nica Bl.Irrneister 

Onth(l)phagus lenzii Ramld 

Onth<'Jphagus atripnnis Waterh<'Juse 
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ムネアカセνチコガネ Bolbocerosoma nigrophagiatum Waterhduse 

b) 其の他主た甲品類

ノコギリカミキリ
Prionus insQlaris Motschulsky 

セνノカミキリ
Dihammus luxuriosus Bates 

ピロウドカミキリ
Diham1l1us fraudator Bates 

ムナグボサピカミキリ
Criocephalus rustieus Linn~ 

汐スバカミキリ
Megopis sinica White 

アオカミキリモドキ
Xanthochroa Waterhousei Harold 

カプトム V
Xylotrupes dichotomus Unne 

トドマラFカミキリ
Tetropiuffi gracilicorne Reitter 

グロシデム γ
NicrophoTUs conco!t.'>r Kraatz 

、ヤマト γデムγ Nicrophorus japonicus Harold 

コグロシデムシ
Ptomascopus morio Kraatz 

ノコギリグワガタ
Psalioremus inc1inatus Motschulsky 

ヒラタグワガタ
EurytracheUelus Platymelus Saunders 

コクワガ、タ ]旨![acrodorcusrectus Motschulsky 

グロカミキリ
Spondylis buprestoides Linne 

コメヲキの類

ゲユノゴロウの類

其の他

c)蛾類

オオミズアォ Actias artemis Bremer 

グチパスズメ Marumba sperchius Menetries 

... ・・6
シロヒトリ Spilosoma nivea Menetries 
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ヒョウモνェダγヤグ Arichanna gaschkevitchii M0tschulsky 

オオアォパヤガ . Eumis virens Buther 

モモスズメ Marumba gaschkewitschi echephron 

B0isdvual 

セスジスズメ Theretra oldenlandiae Fabricius 

エピガラスズメ H erse c(l)nv01vuli Linne 

シラホシヨトウ PdIia persicariae Linne 

其の他

4 コガネムジ類が8月6日よ b9月6日泡の問、

誘蛾燈に誘致遣れた頭数

誘蛾燈設置時期が遅れ?と震と、調査日が安芸司的?泣かった篤、 その調査結果が

不充分であるがその概要は図立の通bで 8月9日-10日の誘致教が最高で、ツヤコ

ガネ4581、ヒメコガネ1011、サクラコガネ230であD、ツヤコガネが圧倒的に多く@

9月5日-6日の調査では何れも Oであった。

5 コガネムジ類の時刻別発生消長
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表 E 採集月日 8月7百 :-8日

採 麗 類 J3U 

集

ヲーネ|ヒメコ料|りーiスジコベコアキコガネiセマダラlHマルエ|アカピイ|オオスジ時 コガネミノマコガネコ ガネコガネ
敵艦別|♀ド|小川|計|♀ド!刊|刈|十一|巾ドド|計
8 ---9 1聞い921191
9 ---10 15041 8915931凶 7212571491 121 611 d 01 21 1 1. 1 11 61 71 21 01 21 1 1 1 1 

t¥) 

1，0' ---11 L_371 6512021 J ~ 661 91 1¥ 101 1 1 1. 1 . 1 1 1 1 1 1 1 1'， 11 01 11 1 Iノ
-12 1吋 2811281331 61 391 21 01 ~I_I~' 1 ¥ 1 1 I ¥ 1 i 1 1. 1 1 1 1 11 01 1 
12~1144446|21|li|li||111111411|ili| 

-2 1---:1 8¥ 50¥ 27¥ 31 301 .¥ 1 1 ¥ 1 ¥ 1 1 I 1 1 1 1 1 I 1-I 1 1 1 
~ 1:1 131 74¥ 91 31 121 1 1 I 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1， 1 1 1 1 I 1 I 
-4 1 781 111 891 9¥. 11 101 1 1 1 I 1 1 1 1 .1 I 1 1 1 J. j 
4 -5 1 541 6¥ 601 61 21 81 11 01 11 1 1 1 11 01 11 .1 I 1 1 1 I 1 1 1 1 1 
~ 1 71 0¥ 71 21 o! 21 11 01 11 1 1 I 1 1 1 1__ 1_ 1 1 1 1 1 1 f， I 1 
計 1ぉ711叫叫叫 28か611351231判ヱ101 ~I 21 0121 11 61 71 31 01 31 11 01 11 11 d 1 



表 2 採集月日 8月 17日--18日

採 種 類 J.lU 

集

-Y -'V::r jJネ[ヒメコガネ I"?'，.コベグロコガネ|アカピ:叫コフご231時

雌離別 l♀|古|計(♀|巾|♀|古|計|早(古|計|♀卜|計|♀|古|計
8，_. 9時 1964184¥1吋416¥川判82191 91 r 1 ，1 --1 1 I 1 21 0 I 2 

10 _， 11 110 1 1 111 1叫3116¥ 31 ~ 31 ，- I 1 1 1 I 1 I 
=-~2 . 1. 7 1 0 I 7 1 7 1 3 110 1 ! 1 1 1 r I 1 1 t I I 
2 ~ 1 91 1 11~ I 5 1 1 I 6 I 3 I 0 I 3 1 I _1 I~~ I 0 I 1 I i I …i161111716i4110ll!i i i i l||!l 
2 -3 151 1 116 I 3 JOI 3 1， 3 I ~J 3 j I I I 1 I I I I 
3 -4 5 0 I ~ 1 1 1 1 1 21 1 1 0 1 1 1 J / -1 1 ./ 
4 _ 5 I 51-1 I 61 o! 0 1 0 1 1 I 0 I 1 I I I I I 
~ 6 1010101010101 1 1 I 1 1 1 1 1 1 I 1 
計 l卜仲叫叩叫仲|ド93刊¥11山7百5

I
N
N
-



表 3 採集月日 8月27日-28日

1
1
M
ω
1
1
 

採 種 類 J30 
集

円コガネlヒメコガネ|サクラコ吋z:32l出ガネJ時

敵離別i♀いj計lT14♀|古1441444計
7.30-8.30 12321 3123511011 911101 801 21 821 1 1 1 1， 1 …I 341 21 361 211 3¥ 241 51 21 71 11 aI 11 1 Ii 
9.3い 0.301 16! aI 161 31 aI 31 11 ol 11 1 1 1 1 1 

I iO.30~1 1. 30 1 131， 0¥ 131 51' 11， 6) 1 1 1 1 1 1 11 aI 11 
1.30-12.30171 O! 71 JI 0111 1 I 1 1 1 1 1 

12ル1.30 1 11 01 11 11 aI J 1 1 1 1 1 ¥ [ 1 [ 
1ル 2.301 41 01 41 1 1 1 I [ [ [ 1 1 11 01 1 

2.30-3.30 1 11 01 11 [ 1 1 1 1 I 1 1 ) 1 ) 

3回-4叩 131 O[ 31 1 1 1 11 aI 11 1， 1 1 I 1 

30-5.30 1 41 aI， 41 1 1 1 1 1 1 1 1 ，1 1 1 

ル 6.301 01 O[ 01 1 1 I 1 1 1 1 1 1 1 1 
計 い51 5132011321 1~11451 871 41 9_11 11 01 11 2[ al 2 

4ドー

表品 採集月日 9月5日.....，6日

採 種類別 l
集 !ターネ|ヒメコガネ i…ガネ

雌離別|♀|古|計[♀(古|計|♀l古!計
7.30-8却 1 1 1 0 1 1 0 1 1 1。
8.30-9叩I1 1 0 1 1 1-0 I I 1 。
9.3い 0:~~ i i ~ '1 I i ~ ¥ ) i ~ 1 
…却|i l o111 0li101 

日団-12叩[ 1 I 0.1 1 1 0 1 1 1。
日 30-1. 30 !. ! ! O! 1

1 ! O! 1
1 ! 0 I 

1ル 2.30l' r 1 0 1 1 1 0 1 1 I 0 

-3.30 I 1 I 0 1 I I 0 1 1 1。
30 ~ 4.30 1 1 1 0 f 1 1 0 1 I I 0 I 
4.30-5.30 l 1 1 0 1 1 1 0 I 1 1 。
30 -6. 30 1 I I 0 I I 1 0 1 I I 0 
計 I1 I 0 I I ¥ 0 I 1 。



8月7日-8日、 17日--18日、 27日-28目、 9月5日-6日と 10日毎rc.4回、

日浪後を時間毎に誘蛾燈t亡誘致されるコガネムシ類を調査した。その結果は表1、

表 2 、表 3 、表 4 の通りであって日波後 2 時間内に一夜~誘致される様、数の約8

-9割のコガネムシが誘致され、又その性比は約0.7-0.9であっ売。

8 誘致距離の調査 d

8 月 8 日、 8 月 17 日の二回弐の方法により放虫試験を行ひ誘蛾燈~誘致される

コガネムシの数を調査したが、飼育不完全の篤か、又標色法が不良であった篤

か、誘致されたものは殆んどたかてつ?と。

供試コガネムシ 放虫蛍日附近の大立陀集っていたものを採集、金網龍に入れ

大豆の葉を輿べ?とものを使用した。倫コガネムシの前麹に距離JJIjK黄色ペンキに

て夫々 マ戸グし?と。

放虫方法 誘蛾燈土 1J50， 100，200， 300mの距離よ Pヒメコガネ、サグラコガネ各

t50 匹嘗 D 金網の上に乗せ夕刻 8 時より 8 時 30分の間~放虫し?と。放虫と同時に

その大部分は飛行を開始したが一部は朝迄金網上に残った。

調査結果 誘蛾燈に誘致されたものを確認、したのは8月8日、 50m1匹、

10om1匹、 200mO300ml匹、 8月17日(満月)50m1匹、 100m1匹、 200mO、300mO、

で、何れもヒメコガネであった。
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7 気象概ヲE

本調査期間中の気象概況は図班、図lVの通りである。

常本調査は来年度繕績調査を行ム予定である。
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